
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

濫読のすすめ 

作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部 法人事務局長 粕谷泰樹 

図書館との出会いは、振り返ってみると小学校の低学年の頃、今は亡き

級友と学校の図書館で「借りっこ競争」を始めた時である。中身を全部読

みきれないうちに返し、また別の本を借りるというゲーム感覚。事情を知

らない先生に褒められたい一心しか無く、思い出すと赤面の思いである。

しかし不思議なもので、因果関係は判らないが、国語が私の一番の得意科

目となり、後年の受験にも大きな力となった気がする。 

いまでも印象深い「少年オルフェ」は当時好きであったクラス女子に薦

め、大きく交際が進展した想い出もある。高校に入り、物理の教師からベ

ルグソンの「笑い」を薦められ、ひどく苦労して読了したことも懐かしい。 

最近あった本にまつわる話を紹介したい。栃木県経営者協会において私

が属している産業政策委員会のメンバーに W 氏がいらっしゃる。W 氏は

大田原市の生まれで、東京の小松製作所でのサラリーマン生活を終え、数

年前から第二の人生を地元でスタートされた方である。 
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彼が昨年、小松製作所時代の元社長 A 氏と会った際に A 氏に近著出版

があることを知った。宇都宮市立図書館にて同書を検索したところ、所蔵

しているのは作新学院大学の図書館だけであった。そして私に問い合わせ

をし、わざわざ借りにきてくれたのだ。この本が返却された後、私も読ん

でみたいものである。それにしても本学図書館はすごいと改めて感じた次

第である。 

学生諸君も本学図書館を利用しない手はない。本のジャンルは気にせず、

どんどん濫読をしよう。 

 

図書館にある珠玉の一冊をお届け 

「日英語表現辞典」 834/Sa 最所フミ 著 

Twitter で取り上げられた本が話題になり、絶版本が復刻され更に重版

がかかるという、正に SNS 時代ならではの話がある。その本のタイトルは

「日英語表現辞典」。え？辞典？著者は評論家で英語学者の最所フミ(故

人)です。英語には日本語にはない考え方があり、日本語には英語にはな

い感じ方があります。その違いを知り、自分の言いたいことを英語で表現

できるように指南します。 

 はい。この評判の辞典、作大図書館にあります。1987 年出版のものが。

粕谷局長がおっしゃる通り本学図書館はすごいのです。 

 ここにその機知に富んだ一節を紹介します。 

「pink は日本の「桃色」遊戯の pink とはおよそ正反対で、「お手本」の

意味に使われ、¶He is the pink of politeness. (礼儀の標本のような

人物)とか、¶You look the pink of health.(健康そのものに見える)と

か言う。」…本文 P11 より 

なお、この辞典は残念ながら貸し出しができませんので、図書館の中で

お読みください。 

 

 



 

図書館では を開催します 

どうぞお越しください 

 

イラスト： 

経営学部 2年 

青木 雄亮 
 

 

学生消防団の活動を通して                         

  経営学部 2年  猿山 凌 

皆さんは、防災についてどの程度意識していますか？防災と聞いてすんなりイ

メージが頭に浮かぶ人ばかりではないと思います。 

私も以前はそうでした。しかし、友人に誘われ学生消防団に参加するようになり、

その意識は変わっていきました。最近の日本は、東日本大震災に始まり、熊本地

震や西日本豪雨、北海道地震など数多くの災害に見舞われています。私たち学

生消防団は、そのような災害による被害を抑えるべく日々活動しています。 

具体的には、清原地区避難訓練への参加、学内の防災器具の点検、学内防

災訓練への参加などです。また、栃木放送の協力のもと放送による防災の呼び

かけも行っています。 

私は地域の人たちと交流したり、多くの仲間と協力したりすることで、防災活動

以外にも自分の世界を広げることができました。 

学生消防団はまだまだ多くの人に認知されているわけではありません。ですが、

私たちの活動を通してより多くの人が防災について興味を持ち、災害が起きた際

にどうすればよいのかを考えてくだされば、とても嬉しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたのページ学生からの投稿です 

11月 24日(土)は作新祭です 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30  

日 月 火 水 木 金 土 

      1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30 31      

イケてる大人イケてない大人 

□ 冗談ばかりいったり、笑い( ① )するのは大人らしくない 

□ 部下・後輩との飲みは最後まで付き合う 

□ Facebook で長い( ② )での投稿が多い 

□ 女性と歩く時、( ③ )側を歩かない 

□ 流行のファッションを真っ先にとり入れる 

    博報堂 新しい大人文化研究所 著   080/Ko/873 より 

図書館の本から出題しています。答えはカウンターにある解答用紙に記入して

ください。全問正解で１ポイントです。今年度中に5ポイント集めた方には、

記念品を贈呈します。 

 

開館カレンダー

2018 年 12 月 2018 年 11 月 

休館日 午前 9：00～午後 6：00 

～～～～～～～   発行 ・ 編集  ～～～～～～～ 

作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部 図書館 

 028-670-3651・3652    

Fax 028-670-3619 

E-mail tosyo@sakushin-u.ac.jp 

URL http://www.sakushin-u.ac.jp/library/ 
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